
 

 

Auto Modelと Turbo Prepのオートクリーニング機能を再現 

―“Quality Measures”によるデータクリーニング― 

 

Auto Modelと TurboPrepの両方に、データセットから不要な特徴量を削除できる「オ

ートクリーニング」機能があります。  RapidMinerは特徴量を削除する必要があるかど

うかを判断するために「品質測定」(Quality Measures)を実行します。この「品質測

定」をご存じでない場合は、以下を参照してください: 

- Correlation: 説明変数と目的変数の線形相関測定 

- ID-ness: 特徴量の値が独自的（ユニーク）であるかの測定 

- Stability: 特徴量の値がどの程度同一であるかの測定 

- Missing: 特徴量の欠落値の％測定 

- Text-ness: 特徴量に含まれるフリーテキストの量の測定 

 

Auto Modelでは、「品質測定」は「入力の選択」ページで使用されます:

 

 

 

 

 

 



 

 

 

Turbo Prepでは最初に「Clense」ボタンをクリックしてから、左側の「Auto Cleansing」

オプションをクリックすることで利用できます: 

 

 



 

 

そこから、「品質測定」は「Improve Quality」ステップで使用されます: 

 

 

これらの 2つのオプションは便利ですが、クリーニングのために特徴量を選択する方

法をあまり制御できません。 

この便利な機能を自分のプロセスで使用するには、「Quality Measures」オペレーター

を使用できます。  このオペレーターは、データの特徴量について、Auto Modelおよび

TurboPrepと同じ方法で計算します。  このオペレーターをフィルタリングと組み合わ

せると、お好みに合わせてクリーニングプロセスを制御できます。 見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 



 

 

実装の内容 

 

まず、属性の 1つに「ラベル」の役割を与えるようにしてください。 そうしないと、

「相関」(Correlation)の品質測定値を作成できません。   

 



 

 

その後、データは特徴量フィルタリングのプロセスに入ります。 フィルタリングプロ

セスをこの場合このように作成しましたが、お好みで変えても構いません。

 

「Select Subprocess」オペレーター（ここでは Filter Attributesと名前を変えています）

内にこのように 3つの全体的なステップに分けてオペレーターを配置します: 

1. データを複製します（Multiplyオペレーター） 

2. 「Quality Measures」オペレーターで、フィルタリングする特徴量を選択します 

3. 「Select by Weights」オペレーターを使用して特徴量をフィルタリングします 

「Weight Attributes by Quality Measures」と呼ばれた 2番目のステップで、ほとんどの

作業を行っています。 

 

 

 



 

 

最初に、品質測定値が計算されて、結果（以下に表示）には、元のデータの各特徴量

の行と、その特徴量の品質測定値に関する情報が含まれます。 

 

その後、「Filter Examples」オペレーターを使用してフィルター処理する必要がありま

す。 そうすれば、保持したい特徴量だけが残ります。 次のように式を書いてありま

す: 

 

 

 

 

 

 



 

 

使用される値は、AutoModelの[Select Inputs]ページの[Help View]ボックスに表示される

情報に基づいています。 ただし、必要に応じて変更できます。 

 

その後、「Generate Attributes」オペレーターを使い、新しく weight列を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

次に、「ExampleSet to Weights」オペレーターを使用して、サンプルセットを「weights 

vector」に変換しました。 

 

最後に、「weights vector」は、「Select by Weights」オペレーターが関連する特徴量を

選択するために使用します。 

 

この出力は、必要に応じてさらに処理したり、モデリングで使用したりできます。 

以上のやり方で通常のプロセスでも「品質測定」を実行出来るようになりますので、

是非、試してみてください。 


